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２００９年 カーボンブラック需要年央見直し 

 

カーボンブラック協会 

 

日本経済についての基調判断によれば、景気は厳しい状況にあるものの輸出、生

産などにこのところ持ち直しの動きがみられ、先行きについては厳しい状況が続くと

みられるものの、経済対策の効果、対外経済環境の改善などにより景気は持ち直し

に向かうことが期待されるとしている。一方、生産活動が低水準であること、世界景気

の下振れ懸念など、景気を下押しするリスクの存在には留意を要すとしている。 

 

このような経済環境の中で、カーボンブラック需要の主力製品である自動車タイヤ

の需要について（社）日本自動車タイヤ協会が、年央の見直しを発表した。 

これによると、国内需要見通しは年間で前年比７８％に修正された。これは当初の

見通しに対して１６ポイントの下方修正である。 

一方、輸出向けは世界的な景気悪化の影響により大幅な減少が予測されるとして、

年間で前年比７４％への修正が参考値として示された。（当初見通しより１８ポイント

のマイナス）  

 

 当協会は上述のタイヤ協会見直しをベースに、その他の需要分野の情勢等も折り

込んで、本年のカーボンブラック需要の見直しを行った。 

 その結果、カーボンブラック総需要（含輸出入）は、年間で前年比５９．９％となった。 

これは当初の見通しより３３．３ポイントの下方修正である。 

 

 「需要見通の指標」については添付別紙の【表１】を、 「カーボンブラック需要量見

直し」については【表２】及び【表３】を参照願いたい。 

 

以上 

 

 

 

 

 



 

【表１】 ２００９年年央見直しの指標 

 

単位：自動車＝台、タイヤ・一般ゴム＝トン、（ ）＝前年比％ 

 ‘０８年実績 ‘０９年年初見通し ‘０９年年央見直し 

自動車生産  

タイヤ生産 

一般ゴム生産 

１１，５６４，０００(１００） 

１，３３０，３７８（ ９８）

 ３０７，２８１（ ９６）

１０，７２０，０００（９１） 

１，２８３，２４０（９５） 

    ２９４，３６０（９３） 

７，５４５，０００（ ６５）

   ８０１，４６６（ ６０）

    １８１，１６５（ ５９）

 

 

【表２】 ２００９年カーボンブラック需要年央見直し 

 

単位：トン、（ ）＝前年比％、但し「年初見通し」は前年見込み比％ 

 ‘０８年実績 ‘０９年年初見通し ‘０９年年央見直し 

タイヤ 

一般ゴム 

ゴム用計 

非ゴム 

内需計 

６７１，８４１（98.0）

１７２，０７７（96.1）

８４３，９１８（97.6）

４４，３７０（93.7）

８８８，２８８（ 97.4）

    ６４８，０３６ （94.9）  

    １６４，８４２ （93.1） 

  ８１２，８７８ （94.5） 

   ３５，５００ （80.0） 

    ８４８，３７８ （93.8）  

   ４０４，７４０ （60.2） 

   １０１，４５２ （59.0） 

   ５０６，１９２ （60.0） 

    ２９，３００ （66.0） 

   ５３５，４９２ （60.3） 

輸 出 

［内ゴム計］ 

４３，１１１（105.2）

［１９，１１８（101.9）］

３４，５００ （80.2） 

［１５，５００（79.9）］ 

     ２２，５１９ （52.2）

［９，２１８（48.2）］ 

総需要 

［内ゴム計］ 

９３１，３９９（97.7）

［８６３，０３６（97.7）］

    ８８２，８７８ （93.2） 

［８２８，３７８ （94.2）］ 

    ５５８，０１１ （59.9）

［５１５，４１０ （59.7）］

 

 

【表３】 ２００９年カーボンブラック輸入動向年央見直し 

 

単位：トン、（ ）＝前年比％、但し「年初見通し」は前年見込み比％ 

 ‘０８年実績 ‘０９年年初見通し ‘０９年年央見直し 

ゴム用 

非ゴム用 

合 計 

１６７，９９１（124.5）

１７，４００（127.1）

１８５，３９１（124.7）

１２２，０００（73.1） 

 １３，０００（72.2） 

１３５，０００（73.0） 

６０，０００ （35.7） 

     ７，２００ （41.3） 

    ６７，２００ （36.2） 

 

 


